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                    ル＝Hκ。十舳
においてシステム雑音。，、および観測雑音〃，、の分布が
                  力。（κ）＝Σα〃（κ；μ｛，Q｛）
  （2）
                  力ω（κ）＝Σβゴψ（κ；ξ｛，σ三）
と表わされているものとする．ただし，gは正規密度関数．このとき，条件つき分布力（κ、1γ、一1），力（κ、
l K三）をそれぞれ
               力（κ、lK、一1）＝Σレ｛ψ（κ；砧、一1，γ遂■、一、）
  （3）
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             白血病細胞数（102／〃）：篶～＝O，1，…，m
             投薬デー率（m9）  ：z一＝O，1，…，m
とする．この時，”＝1n（κ｛／κゴー、）が次のように書けると仮定する．
              ニソゴ＝れ十ろOZ｛十ろ12｛＿1一ト… 一トろ島Z｛＿生一トε｛
              ん二2れ＿1一れ＿2＋ηゴ
ただし，ε｛～M（0，σ2），η｛～N（O，σ2／m2）である．ろ｛が薬の効果を表すパラメタである．データ分布
L（C，ろ，σ2），事前分布n（ハ〃2，f一、，τ。）は，
                η                                 左         工（f，ろ，σ2）＝■ （1／2πσ2）1’2exp｛一Lレ1｛一久一Σろ王z｛12／2σ2｝
               ｛＝o                           ゴ1o
       π（Cl〃2，彦一1，C。）＝（〃2／2πσ2）側2exp｛一m2Σ1彦r2τ｛一、十τ｛一。．12／2σ2｝
                           ｛＝I
で与えられる．これらからABICを求め，ABICの値が最小にたるように，々，ろ，C。，C－1，〃2を決めれば
よい．図2（実線：推定値，破線：データ）に解析例を示す．
                降雨確率の推定について





が使われている．大別するとPerfect Prog Method（PPM）とMode1Output Statistics（MOS）とよ
ばれる二つの方法があるがいずれの方法にせよ，力学的なモデルにだけ頼って目的とする確率を導き出
すことは出来ない．力学的モデルの出す数値予測の結果を実際の降雨に結び付ける部分には統計モデル
を援用しなければならたい．
